
 
 
 
 

 

  ■明治期「道頓堀五座」の復元に向けて■ 

道頓堀連続フォーラム第１回 

「芝居町道頓堀の景観復元をめざして」を開催 
日 時：１月２９日（火）１３時～１５時 

場 所：千日前・ＴＯＲＩＩ ＨＡＬＬ （大阪市中央区千日前１－７－１１ 上方ビル４Ｆ） 

 
関西大学では、１月２９日（火）に千日前・TORII HALL において、関西大学大阪都市遺産研究セン
ター･道頓堀商店会共催 道頓堀連続フォーラム第１回「芝居町道頓堀の景観復元をめざして 新発見！

『道頓堀五座』資料の紹介―大阪の劇場大工 中村儀右衛門資料―」を開催します。 
関西大学大阪都市遺産研究センターでは、大阪の都市景観変遷の解明を目指し、「近代大阪の失われた

景観復元」に取り組んでいます。本フォーラムでは、往時の「道頓堀五座」解明につながる資料として新

たに入手した、大阪の劇場大工「中村儀右衛門資料」の一部や山田伸吉の舞台背景デッサンを、道頓堀の

方々限定で実物を披露します。 
関西大学と道頓堀商店会は、本年１月１６日に教育・文化・街の活性化等の分野において双方の発展と

充実に寄与し、積極的に連携することを目的に、連携協力協定を締結しましたばかりで、本フォーラムは、

両者の連携協力事業の一環として開催するものです。 
記 

【進   行】  関西大学大阪都市遺産研究センター長、文学部教授      藪 田   貫 
 
◆第一部（報告）テーマ「芝居町道頓堀を支えてくれた人たち―山田伸吉と中村儀右衛門―」 

関西大学大阪都市遺産研究センター研究員、文学部教授   長 谷 洋 一 
関西大学大阪都市遺産研究センター研究員、環境都市工学部准教授 

 橋 寺 知 子 
関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程        藤 岡 真 衣 

 
◆第二部（フリートーク）テーマ「芝居町道頓堀の景観復元をめざして」 

関西大学大阪都市遺産研究センター研究員、文学部教授   黒 田 一 充 
関西大学大阪都市遺産研究センター研究員、文学部教授   髙 橋 隆 博 

長 谷 洋 一 
橋 寺 知 子 
以 上 

（注）本フォーラムは、道頓堀の方々限定で開催するもので、一般公開は行いません。 
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